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ごあいさつ ▍

　　　　　今後の紫陽会～国際人間科学部への支援～

神戸大学国際人間科学部同窓会「紫陽会」
会　長　　蔭　山　慎　吾

　11月30日に神戸大学百年記念館で開催された第
６回シンダイシンポに参加しました。冒頭，藤澤正
人学長から神戸大学が目指すビジョンが示されまし
た。キーワードは「グローバル・イノベーション・
キャンパス」です。世界をリードする新たな価値を
創造し，「知」「人」「環境」を創出するグローバル
拠点としての大学を目指し，次代を担う優秀な人材
を育成するというものです。
　この神大ビジョンに沿って，国際人間科学部は，「グ
ローバル共生社会」の実現に貢献する「協働型グロー
バル人材」を育成することを目的としています。そ
の根底には，「人から学び，人を生かす」という教育
学部創設以来の理念が脈々と受け継がれています。
　現代社会は，多様な情報が錯綜する変化の激しい
社会となっていますが，その一方で，われわれは，
地球規模での様々な課題に直面しています。世界に
目を向けると，ロシアによるウクライナ侵攻や，中
東ガザ地区をめぐる紛争など，今なお多くの人々の
命が危機にさらされています。また，地球温暖化を
はじめとする環境問題も見過ごすことはできませ
ん。国内では能登半島地震からの復興や福島第一原
発の廃炉問題，少子高齢化の進行や生活格差の拡大
など課題は山積しています。
　私は，これらの課題解決の手がかりは，相互理解
のためのコミュニケーション能力と協働性の向上で
はないかと考えています。国際人間科学部が育成を
目指す「協働型グローバル人材」とは，まさにコミュ
ニケーション能力と協働性を兼ね備え，課題の解決
に貢献できる能力と意欲を身につけた人材というこ
とができます。
　紫陽会の大きな使命の一つは，国際人間科学部と
そこで学ぶ現役学生への支援です。４月４日の入学
式では，全学部約4400名の入学生を代表して国際人
間科学部の女子学生が感謝と決意の気持ちあふれる
宣誓をしてくれました。今後の飛躍と成長を確信さ
せる立派な宣誓でした。紫陽会はそのような学生を
支援したいと考えています。紫陽会はこれまでにも，
2004年に学部支援基金を創設，2011年に紫陽会賞
を創設，2013年にはグローバル人材育成基金を創
設など，様々な支援に取り組んできましたが，今後
も可能な限り取り組んでいきたいと考えています。
　さて，紫陽会がこのような使命を果たすためには，
解決すべき多くの課題があります。
　その第一は，ご心配をおかけしている会計問題の
解決です。紫陽会は，使途不明金の賠償を求めて当
時の会計担当者に対する民事訴訟を提起していまし

たが，11月13日，神戸地方裁判所において，被告
に約2339万円の支払いを命じる判決が言い渡され
ました。これに対し，被告は大阪高等裁判所に控訴
しており，解決までにはなお一定の時間を要する見
込みです。紫陽会としては，今後も問題の解決に粘
り強く取り組んでいく所存です。
　第二は，組織の活性化です。現在の会員数は約
２万人で，教育学部・発達科学部の卒業生が約
12000名，国際文化学部・国際人間科学部の卒業
生は約8000名です。その反面，国際文化学部・国
際人間科学部の卒業生が評議員全体に占める割合は
１割にも達していません。組織の活性化のためには
ぜひとも若い世代の人材登用が必要です。また，国
際文化学部・国際人間科学部の卒業生は官民を問わ
ず多方面で活躍しておられますが，教員はごくわず
かです。したがって，これまでの教育学部中心の同
窓会から，現役学生も含めた若い世代が参加できる
同窓会へと転換を図る必要があります。例えば，現
在ホームカミングデイの学部企画は，鶴甲第一キャ
ンパスと第二キャンパスとに分かれて開催されてい
ますが，将来的には合同で開催できるようになれば
と考えています。
　第三は，大学との連携です。情報交換だけにとど
まらず，会員が学部の講義を参観したり現役学生と
交流したりするような機会を持つことができれば，
一層連携が深まるのではないでしょうか。また，現
在の紫陽会の支援は資金面での支援が中心ですが，
教育実習の事前実習以外にも，多方面で活躍する卒
業生の知識と経験を生かした支援ができるのではな
いでしょうか。
　最後は，ホームページの充実です。ホームページ
のタイムリーな更新は長年の課題です。現在はホー
ムページの管理を業者に委託し，掲載内容を業者に
送信して業者が更新するという方法で行っていま
す。大学等の最新情報は比較的容易に入手できます
が，会員の活躍の様子などの投稿は募っていませ
ん。可能であれば紫陽会の手で随時更新し，積極的
に情報を発信することが理想です。
　最後になりましたが，おそらく会誌第５号が皆様
のお手元に届くのは，年も明けた令和７年１月にな
ると思います。令和７年が皆様にとって幸多き年と
なりますようお祈り申し上げます。
　あわせて今後とも紫陽会の活動にこれまで以上の
ご理解とご支援をいただきますようよろしくお願い
申し上げます。

（令和６年12月９日）
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▍ごあいさつ

　藤濤学部長の後任として学部長に就任いたしまし
た，梅屋潔と申します。文化人類学，アフリカ地域
研究を専門としています。延べで４年間ほど，アフ
リカで生活経験があり，ときにちょっとしたことで日
本社会では当たり前の筋道を違えることがないわけ
ではありませんが，どうぞよろしくお願いいたします。
　国際人間科学部が誕生して以来，その母体となっ
た国際文化学研究科と人間発達環境学研究科の研究
科長が２年ごとに学部長・副学部長を兼ねていま
す。藤濤研究科長が１年間学部長を務めたのちに退
任し，神戸大学の副学長に就任しましたので，後任
の私が残任期間の１年間，学部長を務めることに
なった次第です。したがって，次の学部長は，人間
発達環境学研究科の次期研究科長が２年間，務める，
という予定になっています。
　猛威を振るった新型コロナウイルス感染症も通常
のインフルエンザと同じ扱いになりました。わが学
部の留学生の送り出し，受入状況もようやく落ち着
きを取り戻してきました。すでに本学部の必修科目
であり最大の特徴であるGSP（グローバル・スタ
ディーズ・プログラム）では，実践型で109名，研
修型（海外）で67名，留学型（中期）で17名が，
留学しています。また，GSP留学型（中期）は，前
期17名，後期40名，GSP留学型（長期）秋派遣43
名が予定されております。
　ほぼ，新型コロナウイルス感染症が蔓延する以前
の状況に戻ったと考えていいでしょう。ところでこ
の実践型と研修型には，25名のオンライン受講が含
まれています。いわゆるコロナ禍を経て，われわれ
が学んだこともたくさんあります。実際に足を運ん
でそこに生活する留学のよさや学習効果のすばらし
さなどは，ますます再認識されたことの一つですが，
逆に，オンラインでできることの幅も広がりました。
やり方によっては，居ながらにして留学の「ある側
面」は学ぶことができる，そんなこともわかってき
たのです。もちろんそれに頼り切りになることの弊

害とのバランスは常に意識しなければなりません。
　農学部を中心に展開している「大学の世界展開
力」事業に関しても，オンラインの講義を私どもの
学部でも昨年度に引き続き提供いただける見込みで
す。まずはオンラインで入口を開拓し，情報を蓄積
してから無理なく実際の留学に進む，というような
流れも現実味を帯びてきています。
　こうした時代の変化にも対応して，新しい価値観
やICT技術の習得・活用などコロナ後に求められる
新しい「世界像」とより充実した大学での学びを実
現するため，「学修」「体制」「プログラム」の強化
に取り組んでいます。仮想空間利用やCOIL型プロ
グラム等，ICTsを活用した国内実施プログラムの
充実に加え本学の他の国際交流事業GCP（グロー
バル・チャレンジ・プログラム等）との連携，バー
チャルGSPオフィスの活用による学生サポートなど
によりGSPの更なる強化をはかろうとしています。
　また，現在，令和７年度入学生から実施するカリ
キュラム改定に取り組んでいます。カリキュラムの
体系性，スリム化，充実化と効率性を柱とする方針
で進めています。
　また，中学，高校の保健体育の教職課程は，令和
６年度をもって廃止となりました。
　このような細かな，しかも重要なアップデートを
最近でもいくつもしてはいますが，骨格は変わりま
せん。教育学部が母体の一つですから本学のどの学
部よりも教育を大切にしなければなりません。また，
国際という名前を冠する学部ですから，学生たちに
は，今後ますます海外に飛び立ってもらいたいと考
えております。大学全体としてもグローバル教育に
力を入れているところで，いくつかのサポートも現
実化してきていますが，紫陽会にしかお願いできな
い，様々な事案も俎上に上ってきています。紫陽会
には，本学部のますますの発展を見守っていただき，
これまで以上にますますのご支援と，ご指導ご鞭撻
をお願いしたいと考えています。

神戸大学国際人間科学部長　　梅　屋　　　潔

国際人間科学部の現在
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【特　集】私たちの国際人間科学部（研究紹介） ▍

　ときに長距離におよぶ移動をくりかえしてきた人
類は，「ホモ・モビリタス」とも呼ばれています。
しかし，現代社会に生きる私たちの移住や移動に関
する常識は偏狭です。たとえば，今から1000年ほ
ど前に交易を担い，移動と戦闘を旨としていたバイ
キングについてです。2017年に，ある有力なバイ
キング戦士の墓にあった遺骨が女性のものであった
ことが判明し，物議をかもしました。『ナショナル
ジオグラフィック』誌の報道では，この「発見」を
した研究者自身さえその驚きを語っています。
　少し戻って1980年代後半には，「移民の女性化」
が注目されるようになっていました。国境を越える
移民の半数が女性であることが「発見」され，それ
まで男性労働者を前提としてきた移民研究を刷新す
ることになったのです。さて，ここで繰り返し「発
見」を使ったのはもちろん皮肉です。明らかになっ
たのは，学術の世界も私たちの常識に強く縛られて
きたこと，おそらくは歴史を通じて，女性も男性と
同じように移動してきたことに，学術の世界が目を
つぶってきたことだったからです。
　バイキング戦士や移民は男性に違いない，と私た
ちに思い込ませる――いや，そんなことを意識さえ
させなくする常識を支えているのが，「ジェンダー
バイアス」です。1980年代以来これがあぶり出さ
れてきたのは，フェミニズム運動と理論の広がりに
よるところも大きいのですが，おかげで科学の中に
もあるバイアスが明らかになり，これを覆すことで
新しい科学が拓かれました。
　しかし，学術をめぐる開拓は一度何かを発見した
ら終わり，というものではありません。ジェンダーに
関する研究も，私たちのジェンダーバイアスを明ら
かにするに留まるものではありません。このバイア
スがどう生み出され，利用されてきたのか，意識す

ることもないくらい「自然」に思われるのはなぜか，
政治や経済，国家や社会との関係はどのようなもの
か，文化や時代によってどう変わるのか，格差と差
別をどう生み出すのか，などを解明してきたのです。
　ジェンダーと移民の組み合わせに戻ると，移民の
中の女性が増えるという数的な側面だけでなく，「移
民の女性化」の質的な側面も解き明かしてきたのが，
ジェンダー研究です。つまり，「女性の仕事」と言
われてきたケアワーク，しかもいわゆる「女性的な」，
柔軟でマルチタスクをこなす働き方が要請される現
場で，ますます移民が求められるようになっている，
そのようなグローバル社会における「女性の仕事」
の拡大を，「移民の女性化」と呼んだのです。
　以上のような学術研究の歴史に導かれて，私も仕
事をしてきました。実証研究上の中心的なテーマは，
性サービスを提供する仕事に関わって国境を越える
人々の経験について。そして，この仕事をケアワー
ク（人の世話をする労働）の中に位置づけることで
す。現在，フランス，イギリス，日本，ルーマニア，
フィリピン，タイなどで共同研究・調査を進めてい
ます。抽象的には，ジェンダーとセクシュアリティ
（性行動・性意識等の総称），グローバルな南北格
差をふくむ階級，人種・民族・国籍・市民権の関係と，
その網目の中で，特に不利な立場におかれた人々が
生き延び，かつ，いかに尊厳と安全をもって生きら
れることに関心があります。
　さて，「ケアワークの中」に移民による性サービ
スの提供（セックスワーク）をふくめたことを疑問
に思った方も少なくないでしょう。この疑問に答え
ることも，私の研究者としてのライフワークです。
学部の「ジェンダー社会文化論」の講義でもほんの
少し触れていますので，よろしければ聴講にいらし
てください。

神戸大学国際人間科学部グローバル文化学科長　　青　山　　　薫

ジェンダー研究と
移民研究の出会うところ

研究紹介
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▍【特　集】私たちの国際人間科学部（GSP体験記）

◤／ グローバル文化学科 ／◢

英国留学記
４回生　三　島　尚　也

　部局間交換留学及びGSPとして，英国・マンチェ
スター大学に９か月間留学をする機会を頂きまし
た。派遣期間中,「英国における日本食の存在」をテー
マに，飲食業界の状況や日系企業の展開等について，
市内の飲食店・スーパーの嗜好や傾向を見て回り，
文化・経済的調査を試みました。あいにくの円安で
口にする機会は限られたものの，日本国内では知る
ことの出来なかった雰囲気や賑わい，現地の実情を
多くの店舗で把握できた点にフィールドワークの意
義を感じます。SushiやRamenの人気は言うまでも
ありませんが，その提供方法や調味の差異が特に興
味深く，曲解された日本文化も含め多くの気づきを
得ました。また，食事付き学生寮に滞在していたた
め，旅行での表層的体験とは異なるリアルな英国料
理を味わうことができ，現地でしかできない体験を
通して両文化の比較を行ったGSPでした。
　「食」に限らず，異文化での生活は多くの気づき
を与えてくれ，自身の価値観にも変化がありまし
た。現地の学生と同じ授業を受講し，自身の取り組
みが通用することを知った点は大きな自信となりま
したが，英語はできて当たり前であり,「そこから
何ができるのか」が前提として問われていることを
感じました。複数言語の学習や専門性の習得に励む
友人との関わりを通じて「当たり前」のアップデー
トができた点に，今後の自身の向上の余地を感じま
した。一方で，寮生活での密接な人間関係の下，「結
局は同じ人間である」という認識も強まりました。
多くが同じ悩みや感情を抱いて生きており，根本は
大きく変わらないという普遍性から，だからこそ
各々の価値観・文
化を理解し尊重す
る必要があるとい
う教訓を得た意義
深い留学となりま
した。

◤／ 発達コミュニティ学科 ／◢

多様な出会いの中で
３回生　岩　原　大　悟

・芸術祭を通して見る長田
　私はGSPの国内研修，海外研修を通して，多くの
貴重な経験をすることができました。国内研修では，
「アートによる都市再生と多文化共生プログラム
（神戸）」に参加し，神戸市長田区で行われた下町
芸術祭にスタッフとして関わりました。私にとって，
長田区はそれまで縁がない土地でしたが，この活動
を通して，長田という地域のコミュニティの強さを
感じました。長田区内の空き家，店舗，商店街を活
用して，展示されるアート作品は，見る人にとって
新鮮さと驚きを感じさせるものでした。また，様々
な国や地域をルーツに持つ人々との交流もたくさん
あり，まさしく，「多様性」あふれる街でした。スタッ
フとして関わったことで，アーティストの方々，地
域の方々双方とつながりを感じることができ，長田
が大好きになって１ヶ月の活動を終えました。
・出会いの連続だった台湾留学
　海外研修では，「国立台湾大学：中国語と台湾文
化」に参加しました。ここでは，毎日が出会いの連
続でした。同じく留学生として一緒に授業やプレゼ
ンテーションに取り組んだ仲間，学生チューター，
ボランティア団体の方々といった人との出会い，そ
して初めての景色や食べ物など生活を通して得た出
会いがあり，とても１ヶ月とは思えないほど濃密な
経験をすることができました。最初はクラスに馴染
めるか不安でしたが，毎日の授業，放課後の食事を
通して，全員と仲良くなることができました。また，
自分が所属しているボランティア団体の台湾支部の
方とも交流し，コロナ以降途絶えていた日台交流再
開のきっかけを生むことができました。帰って来て
半年が経った今で
も，まだ寂しさが
残っているくらい
充実した海外研修
になりました。

GSP
体験記

国立台湾大学図書館珍しく良い天気の学生寮
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　第18回ホームカミングデイ　2024（令和６）年10月26日（土）

▌全学式典（於：出光佐三記念六甲大講堂）
　今年度もより多数の参加を目指して様々な開催工夫を凝らして当日を迎えることができました。開催にあたっ
てのHCD運営委員会の多方面の配慮，下支えにあらためて感謝いたします。
　さて全学式典は，「紫陽会」準会員の秋田さんら神戸大学放送委員会の学生方々の進行で進められ，オープニ
ングでは応援団吹奏楽部の勇壮な演奏が講堂に響きました。
　学長，校友会会長挨拶に引き続き，作家の福田和代氏が「人生に無駄なことはない」という題で講演をされ
ました。福田氏は本学工学部を1990年卒業され，金融機関に入社。システムエンジニアとして専門職に就きな
がら高校時代からの夢であった『SＦ作家になりたい』という思いを具現化されたまさに“二刀流の先駆け”と
いうべき経歴の持ち主です。自身がなりたいと考えているものへの具現化の様々な手法や日常の思考方法など
を明快な口調で語られました。
　ビジネスチャンスを掴むのも，広げていくのも共通するのは“自分
の感性を研ぎ澄ませて日々を過ごす”ことが肝要で，結果として『人
生に無駄なことはなにもない』という人生訓を得て創作活動に邁進し
ておられるとのことでした。今後も実社会でご活躍の同窓諸氏の叡智
に富んだ内容のご講演を拝聴したいと感じた時間でした。
　その後，医学部生の能登半島被災地支援ボランティア報告，混声合唱
団アポロンのコーラスが披露され，最後は恒例の応援団と同吹奏楽部に
よる演舞パフォーマンスで全体式典は盛会のうちに幕を閉じました。　

▌学部企画　鶴甲第１キャンパス報告（国際文化学部・国際文化学研究科　卒業・修了生）
国際文化学研究科学生委員長　中　村　　　覚

　今年度の講演の部は，太田光海さん（国際文化学部2012年９月卒業）による講演「『文化』と『帝国』に
向き合い続けて－国際人間科学部が生み出しうる鋭利な一例」と質疑が行われました。ここでは，卒業・修了
生，在校生，教員らの全てが，現在のポストコロニアリズム，資本主義，差別，虐殺などが継続する国際社会
の中で研究を続けていく本部局と各人の課題が共有され，意見を交換する貴重な機会となりました。その後の
卒業・修了生のビデオレターの上映は，当部局の研究・教育成果の最たるものであり，卒業・修了生の国際的
な活躍や声を動画で視聴することにより，誇りと温かい気持ちを喚起することとなりました。また，在校生２
名の報告は，現在も当部局が，コロナ禍などにも関わらず，以前と同様に，意欲的な新世代の育成の場となっ
ていることを示すことができました。講演については，昨年に続いてオンラインの視聴の機会を設けたところ，
卒業・修了生と在校生を合わせて８名の参加者が得られ，昨年よりも大幅に増える成果でした。
　懇親会は，卒業・修了生，在校生，教員，名誉教授の出席者が総勢
50名となるかつてない盛会となりました。卒業・修了生と名誉教授の
近況報告を頂き，共有することで，部局の意義や今後のあり方を振り
返り，各参加者の今後のキャリア，研究，国際社会への関与，人生設
計を考えるための良い機会となりました。また，共通の関心や今後の
ビジネスのために有益なネットワーク形成の機会ともなりました。

▌学部企画　鶴甲第２キャンパス報告（教育学部・発達科学部　卒業・修了生）
　恒例のキャンパスツアーの後，紫陽会賞授賞式に引き続き今年度受賞者の藤室玲治氏から「『ボランティア
元年』から30年を振り返る～管理と自治の間で～」と題して講演をしていただきました。藤室氏は，阪神・
淡路大震災以降の自らの活動をもとにボランティアは行政の管理とは別に自治を獲得する必要性があると訴え

歌声響く

鶴甲第１会場全員集合

　第18回ホームカミングデイ　2024（令和６）年10月26日（土）
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られました。概要は以下のとおりです。
　「ボランティア元年」と言われた1995年の阪神・淡路大震災が，実はボランティアの頂点であり，その後，
行政によるボランティアの制度化，学生のボランティアに対する大学の管理・干渉が進み，学生ボランティア
は減少していること，管理に従わないボランティアは「野良ボランティア」と非難される現状が報告されまし
た。阪神・淡路大震災当時は，ボランティアは全て「野良ボランティア」であり，皆で議論して決める「自治
の学校」であったこと，ボランティアは「言わなくてもする，言われてもしない」（草地賢一）独自の存在と
して，ボランティアの自治を獲得していく必要性が訴えられました。
　次いで，ボランティアの制度化が進む一方で，災害現場では行政によるボランティアの調整機能は働かな
いことが指摘されました。能登では，県の調整が機能しない中で，基礎自治体と
JVOAD（全国災害ボランティア支援団体ネットワーク）との連携が成功した事
例が報告され，今後の行政とボランティアとの関係のあり方が示されました。
　記念講演に続いては同窓会員と・現役教員・現役生との交流会と，伊藤真之先生
より「『高校生等を対象とした科学技術人材育成プログラムROOTと神戸大学におけ
る早期人材発掘・育成の取組への展開』」と題して，神戸大学の高大接続事業の紹介
がありました。終了後，退職された先生方も交えて懇親会が催され旧交を温めました。

紫陽会賞
▌紫陽会賞
　学術研究，スポーツ・芸術などの文化活動，社会貢献活動など様々な分野で
顕著な活躍をされた会員，準会員の功績を讃えるために設けられた「紫陽会賞」
も今年度で第14回を迎えました。今年度の「正会員の部」受賞者の藤室玲治様
は国際文化学部卒業生としては初めての受賞となり，2017年度より国際人間科
学部同窓会として活動をしている新生「紫陽会」にとって意義あることだと思
います。藤室様には学部企画（鶴甲第２会場）で記念講演もしていただきました。
概要は学部企画報告に載せていますのでご覧ください。

▌2024年度　第14回紫陽会賞受賞者紹介
正会員の部　藤室　玲治 氏（2008年総合人間科学研究科博士課程修了）

　国際人間科学部在学中に阪神・淡路大震災に遭遇。母校の兵庫高校避難所で災害ボランティアに従事し，そ
の後も様々なボランティア活動に取り組む。神戸大学大学院修了後も神戸大学や東北大学等で学生ボランティ
ア支援の業務にあたり，東日本大震災時にも被災地の支援に継続的に取り組まれました。2022年より福島大
学地域未来デザインセンター特任准教授（復興創生担当）の職にあり，現在は，
福島県の浜通りの復興支援活動や，2024年能登半島地震被災地の支援活動に取り
組まれています。
準会員の部　岡本　果林 氏（国際人間科学部，発達コミュニティ学科３回生）

　2022年度には全日本ジュニア障害馬術大会ヤングライダー障害飛越選手権で優
勝するなど馬術部の中心選手として活躍され，2023年度は国民体育大会（かごし
ま国体）の馬術競技，成年女子二段階飛越において，国体初出場ながら愛馬「ジ
ゴロ」とともに人馬一体の華麗な飛越を披露し優勝されました。

世代を越えて

紫陽会賞

紫陽会賞メモリアル

紫陽会賞受賞者近影
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教育実習事前実習
教員を目指す後輩のために
　今年度も４月に教員を目指す学生のために紫陽会の会員が教育実習事前実習８講座の講師を務めました。昨
今「学校現場はブラック」というマイナスイメージが広がり，教員を目指す人材も年々減少しています。その
中，教育実習を目前に控えた学生たちに，教員という職に意欲と期待をもってもらうために，以下の８名の講
師が子供や保護者理解，保育や授業作りなどについて豊かな経験をもとに語り，教員のやりがいや楽しさを伝
えました。
　受講した学生からは，「実習に向けての不安が小さくなった」「子どもたちとの出会いが楽しみだ」など好評
でした。

〔2024年度講座　4.12 ～ 4.26〕（　　）内は対象課程　　　受講生数　幼11名・小39名

・人権・同和教育（幼・小）　　　岡田　治美 氏 ・特別活動と学級経営（小）　　松田　忠喜 氏
・道徳の授業（小）　　　　　　　清岡　延吉 氏 ・家庭との連携（幼・小）　　　板東　克則 氏
・こどもと生活指導（小）　　　　栗木　　剛 氏 ・基本的生活習慣の形成（幼）　林　　理恵 氏
・環境構成とクラスづくり（幼）　石川　晴実 氏 ・個の集団の育ちと保育（幼）　岩濱里江子 氏
講師の先生方，後輩たちのためにお忙しい中を本当にありがとうございました。

受講生の感想から
・基本的生活習慣について深く考えたことがなく，当たり前のものとして軽視してしまっていた。しかし将来

にわたって他者との関係を作っていくうえでも大きな要因となることを知り，子供と関わる時には，少しの
ことでも大きな意味を持っているのだと改めて気づかされた。これからの実習でも細かい部分まで着目し，
実りの多い期間にしたい。
・�教師の立場ではどうしてもいろんな意味で目立つ子供に目がいきがちになってしまうと思うので，意図的に

目立たない子を注視し，認める場面を作りたい。「先生はあなたのことを見ているよ」と子供に伝わるよう
な具体的で温かなほめ方ができるようになりたい。
・�附属校であっても，それぞれ違う家庭的背景を持ち，人柄や考え方

も違う。そのことを意識し，多様な子どもたちと関わる時間を実習
中に大切にしたい。
・�大人の考えを当たり前として捉えるのでなく，子供の考えが正しい

こともあるということを頭に置きながら実習を行うべきだというこ
とを知った。今の子どもたちは私たちの小学生のころと比べると環
境や考え方が変化しているに違いない。実習中には指導教員の方の
アドバイスはもちろんのこと，子どもたちからも学ぶ姿勢を持ちた
い。
・�理想の教師が必ずしも優れた人間ではないという言葉が響いた。「弱

いものを見捨てない」ことがなによりも大切であると気づくことが
できた。今まで，教師とはただ子供に学習させるだけの仕事だと思っ
ていたが，根っこのところから「ひと」して深くかかわる仕事だと
気づくことができた。
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大阪支部 
2023年度大阪支部総会を４年ぶりに開催しました！

津　田　　　毅
大阪支部長・大阪市立東粉浜小学校長　1987（昭和62）年卒

　2024年２月11日（日祝）午前11時より，道頓
堀ホテルにおいて，３年間開催を見送っていた大阪
支部総会を４年ぶりに開催いたしました。
　当日は，神戸大学国際人間科学部長　藤濤文子先
生，神戸大学国際人間科学部同窓会「紫陽会」会長　
蔭山慎吾先生をご来賓としてお招きし，参加者総数
20名で開催する運びとなりました。コロナ禍でお
会いすることができなかった期間が長かったことも
あり，久しぶりに再会できたことで，参会者はみな
喜びでいっぱいでした。
　総会では，まず始めにご来賓の藤濤文子先生より
「国際人間科学部の現状，そしてこれからの展望に
ついて」お話しいただきました。参加者のほとんど
が教育学部卒業生ですので，現在のこの学部につい
て詳しく教えていただけたことにとてもありがたく
存じております。
　次に紫陽会会長の蔭山慎吾先生より「紫陽会の現
状について」お話しいただきました。現在の紫陽会
の課題と今後についてもお話しいただけことは，同
窓会員として皆しっかりと受け止めていました。
　続いて議事の確認をした後，ミニ研修会として「強
みを生かした学校経営」という演題で，支部長であ
る私が今までの学校経営の実践報告をさせていただ
きました。教員時代，教頭時代の様々な経験を経て，
その経験を財産とし，校長となってから３校での学
校経営をどのように組み上げていったのかを語らせ
ていただきました。最近のICT化が進む教育現場の

実態についてもお伝えすることができました。ここ
数年でデジタル化が進み，以前の学校とずいぶん様
子が変わっていることに驚かれていましたが，学校
経営の考え方については多くの方に共感していただ
けたようです。
　その後，参会者全員で記念撮影をし，引き続き，
楽しみにしていた懇親会を行いました。
　飲食，歓談が進む中，近況報告を全員がするとと
もに，欠席者からの手紙も紹介することで，懐かし
い話に皆素敵な笑顔となっていました。
　最後に，来年度も同じ２月11日（祝）に行う予
定であることを確認し，全員元気で再開を誓い閉会
しました。
　ただ，その２週間後２月25日，大阪支部の顧問
として長年先頭に立ちご尽力いただき，本総会，懇
親会にもお元気に参加されていた田中洋慈（昭和
35年次）様がお亡くなりになられました。
　ここに心から哀悼の意を表するとともに，謹んで
お悔やみ申し上げます。

参会者全員で，来賓の方とともに記念撮影

姫路支部 
令和５年度の紫陽会姫路支部総会・懇親会を開催しました

稲　葉　一　子
姫路支部副支部長・姫路市立糸引小学校長　1987（昭和62）年卒

令和６年２月４日（日）11時より，姫路総社会
館（姫路市総社本町191）において，令和５年度の
姫路支部総会・懇親会を開催いたしました。
　蔭山慎吾紫陽会会長，進藤正洋白鷺教育会会長に

ご臨席いただき，参加者総数21名という少人数で
はありましたが，会を開くことができました。総会
では，米田支部長からの挨拶と事業報告に続き，会
計報告，新役員が発表され了承されました。例年は
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議事終了後，講師をお招きして講演会を行い研修を
深めてまいりましたが，今年度は研修会を行わず，
久方ぶりに会員相互の親交を深める懇親会を中心に
時間を使うことといたしました。
　懇親会では，参加者一人一人がマイクを持って順
に，自己紹介を兼ね，自身の健康法の紹介や大学時
代の思い出などについて語っていただきました。昔
取った杵柄とでも言いましょうか，時間が経つのを
感じさせない巧みな話術に加え，幅広い年齢層の
方々から伺う興味深いお話に，感嘆の声はもちろ
ん，時折笑いも起きる等，賑やかなひと時となりま
した。思えば，過去４年間はコロナ禍のためこのよ
うな懇親会を持つことができませんでした。その間
も研修会の開催等さまざまな工夫を凝らし，姫路支
部の同窓生として絆を深めてまいりましたが，この
ような会員相互がフランクに話ができる会の必要性

も改めて感じた次第でした。
　また，当日欠席されましたが約70名の方々から
ハガキにて近況報告いただき，多くの方々が多方面
で益々お元気に活躍されていることも知ることがで
きました。
　来年度の再会を誓い，令和５年度の姫路支部総
会・懇親会を閉会しました。

東京支部 
支部会員紹介～多様な分野で活躍する仲間がいます～

菅　河　真紀子
東京支部長　1985（昭和60）年卒

「Million Dollar Round Table」
保城　章人　1999年　発達科学部卒
　東京支部では活動報告と合わせて，東京支部で活
躍されている方のご紹介をしております。今回は，
紫陽会東京支部の若手ホープ，保城章人さんをご紹
介いたします。
　保城さんは，名門兵庫県立姫路西高等学校のご出
身で，1999年神戸大学発達科学部をご卒業後，あ
さひ銀行（りそな銀行）に入行されました。その後，
2006年に外資系生命保険会社プリデンシャル生命
保険にヘッドハンティングされ，現在も世界を股に
かけてご活躍中です。
　皆さんは，「MDRT」という組織をご存じですか。
MDRTというのは，Million Dollar Round Table
の略で1927年に発足した卓越した生命保険・金融
プロフェッショナルの組織です。70か国の500社
の専門家が所属するこのグローバル組織の中で，保
城さんは，日本の全保険会社の中からたった５人し
か選ばれないという米国本部委員を長年務められて
います。

　「日本人の『大量採用，大量離職』の傾向が顧客満
足度の低下を招き，日本の生命保険業界全体の地位
を下げています。業界の変革を目指し日本における
生命保険募集人の地位向上を人生の目標としてがん
ばります。」と語るエネルギー溢れる元サッカー少年。
　おうちに帰ると一転して，優しい子煩悩な３児の
パパさんに早変わり。１番下のお子さんは今年５歳
になられるとか。実家に帰ったときは，姫路市の観
光大使として姫路城の案内ボランティアなどもされ
ているそうです。お仕事と子育てとボランティアの
両立は大変でしょうがこれからも日本の代表として
益々のご活躍を期待しています！ （文責：菅河）

蔭山紫陽会会長挨拶

Million Dollar Round Tableの仲間たちと（右から３人目が保城さん）
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▍会員の広場

ICT教育が導く未来
神戸市立なぎさ小学校校長 　氣　賀　諭　志

教育学部初等教育科　1990（平成２）年卒

　コロナ禍と時を同じくして全国に全ての児童生徒
用端末が配備され，数年が経とうとしています。導
入当初はオンラインでの児童生徒の学力保障のため
の道具という色彩が強く，現場の教員もやむにやま
れず使っているというような空気が流れていました。
　しかし本当は，単なるオンラインやデジタルドリ
ルのための学力保障ツールではなく，子供たちが未
来を生き抜いていくために必要な力「情報活用能
力」をつけていくために整備されたものでした。考
えてみると我々が学生の頃は，新聞や週刊誌，テレ
ビなどのメディアから情報を得て，自分たちの生活
に反映させるという生き方をしていました。そんな
社会の変化は教育にも徐々に表れ，私が教員になっ
て初めての学習指導要領の改訂で５年生の産業の学
習に「情報や通信にかかわる仕事」という内容が登
場してきた当時には違和感を覚えたものでした。で
もその視点は確かなものでした。その後のインター
ネットの普及，スマートフォンの登場，業務のオン
ライン化など多くの生活環境にICTが取り入れられ
たことは周知の通りです。そして，今やSNSの普及
で全ての市民が情報の受け手だけではなく送り手に
なりうるという環境が生まれ，誰もが世界中に自分
の体験や思いを発信できる状況になっています。
　その社会変化に対して学校現場はどのように対応
できたのでしょうか。GIGAスクール構想より一足
早く導入された小学校における「プログラミング教
育」の導入。実際の学校現場からは，なかなか進ん
でいないという印象を私は持っていました。
　そしてコロナ対策が一段落した2023年度，改め
てGIGAスクール構想の進捗状況がクローズアップ
され，神戸市全体でも端末活用の促進の大号令がか
かりました。
　そのような中，私が勤務する神戸市立なぎさ小学
校では2024年度の「近畿放送教育研究大会・近畿
学校視聴覚教育研究大会兵庫大会」の会場校になる
ことが決まり，２年間にかけての研究がスタートし
ました。それより以前にも校内研究でGIGA端末の
活用はテーマとされていましたが，この年から大学
の先生を招くなどし，もっと広く未来に向けての情
報活用能力をとらえてほしいという厚みを持たせて
いきました。こうした現在の研究活動においてネッ
クになるのが「働き方改革」です。いろいろな研修
が増えていくのは大きな負担でもあります。ただ，

本校の教員は前向きに取り組み，それが子供たちの
成長につながっていきました。一校長の思いででき
ることは少なく，本当に先生方に感謝です。
　2024年度，研究大会の年が始まりました。いろ
いろな方々のお力添えで神戸市教育委員会の「情報
教育推進校」の指定を受けて指導主事が関わる，ま
た教育実践研修（従来の神小研活動）では教科の垣
根を超えたバックアップを受け，かつてない研究体
制が整えられました。
　研究を進めるうちにあることに気づいていきま
す。それは，ICTは授業の中心ではなく，むしろ授
業の中に溶け込む素材であるということです。ICT
がなくても授業はできます。ただしICTを活用する
ことで，子供たちはより多くのことを学んでいきま
す。学習支援アプリを通じて，瞬時に全ての友達の
考えを知ることができる。また一方では今まで受動
的に学習していた児童も端末に自分の考えを打ち込
み，能動的に変化していく。そして多くの情報を得
た学びをさらに整理して自分の考えをブラッシュ
アップしていく，そんな学びが自然と生まれていく
のです。ただそれがあるだけで，実は授業のねらい
は変わっていません。でも，子供たちの力は着実に
伸びていくのです。
　我々は今，毎日スマホで情報を得ています。今
の子供たちはどん
どん送り手になる
べきで，その土台
を小学校教育で培
う，それが可能な
時代になってきて
います。

～～神戸大学☆夢ラボ～～
榛　原　久仁子（旧姓　中村）

 教育学部初等教育科　1982（昭和57）年卒

　 毎 週 日 曜 朝 ８:45 ～（15分 間 ）， ラ ジ オ 関 西
（AM558/FM91.1）の番組『神戸大学☆夢ラボ』
が放送されているのをご存知でしょうか？
　神戸大学とラジオ関西が産学連携して「SDGsと
地域連携」を大きなテーマに掲げ，神戸大学が持つ
[知]を広く情報発信しています。
　吉田松陰先生のお言葉『夢無き所 成功なし』から，
藤澤正人学長がネーミングされて，「多様な人との
出会い→多様な価値観」をコンセプトに，各専門分
野の研究者がリレー方式で（素人にも）分かりやす
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く面白いお話をしてくださっています。
　2023年４月にスタートしており，進行役は毎回，
神戸大学出身のラジオ関西パーソナリティ 天宮 遥
さんが務めていらっしゃいます。
　実は，前号の「紫陽会」誌にて紫陽会会計の由々
しき事態を知り，母校の同窓会を信頼して（15年
前に）寄付した20万円について「何に使われたの
だろう？」と騙された気分でいた時，旧友（経済学
部出身）が教えてくれたのが，この『神戸大学☆夢
ラボ』です。
　学生時代の私は，教育学部のサークル内で「は
て？」と違和感を持つことが多く，努めて他学部生
と積極的に（健全に）付き合っていました。（せっ
かく総合大学Universityに入学したのだから…）互
いの愛読書を貸し借りした後，感想や意見を述べ合
う中で，彼らから得た多様な価値観やアイデアが，
卒業以来ずっと国内外の公立学校で（今も）教員を
続けさせていただいている原動力になっている気が
します。
　『神戸大学☆夢ラボ』は，そういう学生時代の「異
なる視点で学ぶ喜び」を思い出させてくれるのです。
　未だの方は是非一聴をお勧めいたします。
　ラジオが無くてもradikoから，また過去の放送
は下記URLから聴くことができます。
　「人生100年時代」を幸せに生きるヒントが見つ
かるかも知れませんよ♪
https://jocr.jp/programsite/yumelabo/

対話を通じて学校を創る
～「チーム担任制」の取組～

神戸市立本山南中学校校長 　柴　垣　正　治
教育学部中等社会科　1991（平成３）年卒

　近年の教育をとりまく状況は大変厳しいものがあ
り，学校現場にもある種の閉塞感が漂っている。こ
れは社会が変化する中で子供も保護者も教職員も多
様な価値観を持つようになり，同時にそれぞれがそ
の価値観や権利を主張するようになった現代，必然
的なことなのかもしれない。社会に寛容の無さを感
じることが多いが，それは学校にはなおさら厳し

い波となって押し寄せ
ている。このような状
況の中で，少しでも魅
力ある学校を創造して
いくために，今までの
当たり前を見直しなが

ら，新たな方策を考えていく必要に迫られている。
　昨年度より神戸市教育委員会のモデル指定校とし
て，本山南中学校では「チーム担任制」を取り入れ
た学校経営に着手した。「あの子もこの子も南中の
子」を合言葉に，ほぼ全員の教員がチームを組んで
ローテーションをしながら担任をしていくというも
のである。通常学級の全20クラスを基本的には２
クラスを３人の教員がチームとなって担当する。合
言葉には「全員が当事者意識を持とう」というメッ
セージが込められている。教職員に関する導入の最
大のねらいは，大まかには以下のようになる。
　まず，厳しい教員不足の状況の中でいかに教職員
を少しでも効率的に組織して対応していくというこ
とである。育児や介護などで短時間勤務やフレック
スタイムなど様々な勤務の教員も担任として活用す
ることで，ある意味厳しい状況を凌いでいこうとい
うものである。次に職員の意識改革に踏み込むとい
うこと。「先生のクラスで良かった」という教師冥
利に尽きるような感情を子供たちが持ち，教師に信
頼を寄せるという学級担任の長年の理想があったよ
うに思う。しかし，それは子供たちの主体性を培う
ことを犠牲にしていたことも少なからずあるのでは
ないか。教師が子供を引っ張ることから，子供自身
が考え行動できる姿勢を支援することにチーム担任
制を活用してシフトしていくことへの意識改革であ
る。また，働き方改革に実は最も必要な「働きがい」
というものを，当事者意識を持つことで達成してほ
しいという思いもある。３つ目は，教員を孤立させ
ないということ。真面目で責任感があるほど，自分
だけで解決しようとして周囲への相談ができないと
いうことが起こりやすい。チーム担任制は，毎週の
ローテーションによって必然的にクラスはガラス張
りになり，うまくいっていないことがあってもほか
の担任がすぐに気付ける。ローテーションの維持に
は対話や相談，連絡が不可欠で，教員の孤立を防げ
ると感じる。
　言うまでもなく，何も「チーム担任制」が今の山
積する教育課題を解決する魔法の杖になり得るわけ
ではない。導入からここまでの実践を通して感じて
いることに，改めて「対話の大切さ」がある。課題
の改善に口をつぐまない。「あーだ，こーだ」を大
切にする。そういうことを通じて，前向きな改善策
だけでなく，他者を労わる優しさも生まれてくると
実感する。今までの当たり前を見直し，「こう子供
たちを育てたい」「こういう働き方がしたい」「こん
なふうにやりがいを感じたい」と夢を語れるチーム
本山南でありたい。
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▍2024年度　評議員会報告・資料

2024年度評議員会報告
　2024年度評議員会が８月３日（土）神戸市教育会館で開催されました。
　概要は以下の通りです。昨年発覚した本会の会計問題については現在法的対応が進行中で，その経過につい
て本部から報告し，慎重に協議しました。その他の主な事業等は以下をご参照ください。
　〇議決権者数109名‥出席者27名，委任状提出者52名
　　定足数は過半数55名で会は成立し，以下の議案について承認をいただきました。
　○協議等概要　・昨年度判明した会計問題対応についての中間報告
　　　　　　　　・2023年度事業報告，決算報告，監査報告
　　　　　　　　・2024年度人事・組織案審議
　　　　　　　　・2024年度事業計画案，予算案審議

2023年度事業報告及び2024年度事業計画
（大学関係行事・活動を含む）

2023年度
４月４日（火） 神戸大学入学式
４月６日（木） 新入生学部ガイダンス（「紫陽会」紹介）
４月７日（金）～ 21日（金）

教育実習事前実習（８講座）講師派遣
４月22日（土） 役員会①
５月27日（土） 役員会②　会誌編集会議①
６月29日（金） 学部長懇談①
７月１日（土） 幹事会
７月27日（木） 神戸大学学長懇談
８月３日（木） 校友会役員懇談
８月５日（土） 評議員会
９月２日（土） 臨時幹事会
９月６日（水） 学部長懇談②
10月７日（土） 役員会③会誌編集会議②
10月28日（土） 第17回ホームカミングデイ

第13回「紫陽会賞」授賞式
12月９日（水） 役員会④・監事会（会計監査）

2024年
２月１日（土） 会誌「紫陽会」４号発刊
２月４日（日） 姫路支部総会
２月11日（日） 大阪支部総会
３月２日（土） 役員会⑤
３月上旬 新入生向け「紫陽会」紹介動画作成アップ
３月26日（火） 神戸大学学位記授与式

2024年度
４月４日（木） 神戸大学入学式
４月５日（金） 新入生学部ガイダンス（「紫陽会」紹介）
４月12日（金）～ 26日（金）

教育実習事前実習（８講座）講師派遣
４月27日（土） 役員会①・監事会①（会計監査）
５月25日（土） 役員会②　会誌編集委員会①
６月26日（水） 学部長懇談①
６月29日（土） 幹事会
８月３日（土） 評議員会
10月５日（土） 役員会③監事会②（会計監査）
10月26日（土） 第18回ホームカミングデイ

第14回紫陽会賞授与式
12月７日（土） 役員会④・学部支援基金委員会

2025年
１月中旬 学部長懇談②
１月末 会誌「紫陽会」５号発刊
２月９日（日） 姫路支部総会
２月11日（火） 大阪支部総会
２月下旬 役員会⑤
３月下旬 神戸大学学位記授与式

2024年度「六甲祭」
　今年も11月９日（土）10日（日）の二日にわたって「六
甲祭」が開催されました。今年度は好天に恵まれ来場者
も昨年比約2000人増とより盛り上がった会となりまし
た。「紫陽会」も学生たちの六甲祭実行委員会の要請に応
え，毎年援助金を提供し「六甲祭」を応援しています。





コラム
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▍事務局から

　1996（平成８）年の「あなたの著書を大学図書館に寄贈」との呼びかけ以来，多くの会員からの編著書が
寄せられています。
　ここでは「会誌４号｣ 以降にご寄贈いただいた図書５冊をご紹介します。これらの編著書は国際人間科学部
鶴甲第２キャンパス（元発達科学部）にあり自由に閲覧できます。

書　　　名 著者名 卒業・
終了年次 出身母体 寄贈年月 コメント

あこがれ
～今だから言える 今だから書ける～ 藤本　直子 S.54.3 教育 2023.12月

昭和・平成・令和と３代にわたり著者がふと
心惹かれた事を，50ほどの短編をまとめた
エッセー集

手紙
～教育に何を伝え，何を遺すのか～ 板東　克則 S.55.3 教育 2024.6月

幼稚園から大学まで多様な教育現場で筆者が
積み重ねてきた実践をもとに語る，次世代に
贈る教育論

塩尻公明
～苦悩と随喜の生涯～ 中谷　　彪 S.41.3 教育 2024.9月 神戸大学教育学部創設に貢献した塩尻公明の

評伝

ある遺書について
（塩尻公明 著　復刻版）

中谷　　彪
解説・編集 S.41.3 教育 2024.9月 1994年刊行の復刻版。編者による詳細な解説

が付されている。

奨学生への指導手引
ー授業料無償化政策以降の指導助言ー 湯田　拓史 H.16.3 総合人間科

学研究科 2024.11月
奨学金制度や授業料無償化政策について，活
用のための手立てを具体的に解説した学校関
係者，福祉施設担当者を対象とした手引書

会員寄贈図書一覧

　今号では大阪支部と姫路支部からコロナ禍でしば
らく途絶えていた支部総会の報告が届き支部の活動
が復活していることがわかり安堵しました。東京支
部から紹介された保城氏の活躍，第14回紫陽会賞
を受賞されたボランティア活動に熱心に取り組まれ
た藤室氏，国体馬術競技で優勝された岡本氏等，教
育学部から発達科学部，国際文化学部，国際人間科
学部と発展していく母校が多様な人材を輩出してい
ることを今更ながらに感じることができました。
　また今号から各学科の研究内容について寄稿を依
頼したところトップバッターとしてグローバル文化
学科長青山先生からジェンダー研究について原稿を

いただきました。「移民の女性化」のお話など聴講
できるならもう少し詳しくお聞きしたいと思いまし
た。グローバル文化学科三島さん，発達コミュニティ
学科岩原さんからはGSPの貴重な体験をご報告いた
だき，学部への支援がお役に立っていることがわか
りとてもうれしく思いました。
　最後に第４号に続き今号も年内に発行できなかっ
たこと，予算の関係で会誌全体をコンパクトにまと
めざるを得なかったことお詫び申し上げます。今後
も大学・学部の状況，会員諸氏の情報交換の一助と
なれるよう紙面の充実を目指してまいります。

編集担当　副会長　笹　信隆

皆様の投稿をお待ちしています。
　地区・支部・教科・回生コースの動向や会合について
　随想・意見・論評・歴史地誌・趣味等々について

問い合わせ・宛先
〒650-0011　神戸市中央区下山手通６－２－19（甲陽会館内）
神戸大学同窓会紫陽会事務局（月・木 9：30～15：30）
電話・FAX  078-371-6322　　Email kobe-ajisai@shiyohkai.com

あじさいの小径（編集後記）




